
　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
説
　
　
隠
撮
ト
ろ
暢
明
學
着
一
淵
賜
由
先
生

　
　
　
　
七
、
　
蓼
　
　
爵
　
　
書

此
の
三
二
の
主
な
る
墾
考
書
は
左
の
如
し
、
（
一
）
、
會
津

藤
樹
學
道
統
譜
一
i
及
び
會
津
外
藤
樹
學
道
統
譜
一
三

浦
親
馨
撰
ー
ー
（
二
）
、
同
上
補
記
一
齋
藤
一
馬
撰
一
－

（
三
）
、
藤
樹
先
生
全
書
一
志
村
巳
之
助
編
1
（
四
）
、

藤
樹
先
生
全
集
一
江
原
元
博
編
（
直
書
は
未
だ
之
を
見

す
、
江
州
青
柳
村
小
川
喜
代
藏
氏
に
依
頼
し
て
書
中
の
岡

山
先
生
に
關
す
る
事
項
を
知
も
得
に
り
で
一
（
五
）
、
「
陽

明
學
」
雑
誌
第
八
、
九
、
十
の
三
島
i
笠
秀
劫
、
小
川

喜
代
臓
両
氏
共
撰
の
淵
岡
山
樽
〔
有
猛
な
る
材
料
に
富
め

り
）
及
共
遺
文
等
一
（
六
）
、
藤
樹
先
生
行
状
聞
傳
；
志

村
仲
昌
撰
一
（
七
）
、
　
藤
樹
先
生
年
譜
f
河
田
剛
撰

一
（
八
）
、
船
岡
由
先
生
書
簡
一
（
九
）
、
閑
散
除
町
一
i

南
川
維
遷
著

第

聾

五
四
　
（
二
四
〇
）

三
百
年
前
日
本
℃
影
青
こ

の
横
綴
的
關
係
に
就
き
て

丈
學
博
士
　
内
　
田
　
銀
　
藏
…

　
往
舌
我
が
邦
人
は
海
難
溝
口
を
タ
カ
ナ
ゴ
ご
呼
び
兜
り
。
或

は
高
山
國
、
或
は
高
砂
、
或
は
塔
遺
事
古
な
ざ
、
書
す
○

元
和
中
、
口
本
に
在
留
せ
る
英
吉
利
人
の
書
き
元
る
も
の

に
は
舅
も
B
し
Q
諺
鴇
若
し
く
は
門
司
O
誘
電
σ
q
8
ご
兄
ゆ
○
（
例

へ
ば
『
コ
ソ
ク
ス
日
記
』
一
六
｝
五
年
・
ナ
月
三
十
日
及
…
六

二
一
年
三
月
八
日
の
條
罵
現
ム
コ
毫
轡
岨
道
縦
貫
猷
南
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ユ
ぎ

糊
粘
に
し
て
西
海
岸
南
部
の
要
港
な
る
打
狗
の
遽
に
は
、

も
こ
タ
ァ
カ
ゥ
就
ご
博
す
ろ
蕃
族
占
居
せ
り
。
そ
れ
よ
リ

　
　
　
　
タ
ア
カ
め
カ
ン

し
て
港
を
打
駒
港
こ
い
ひ
、
註
ハ
の
北
角
に
濯
え
、
海
抜
｝

千
百
六
十
七
尺
、
遠
黎
す
れ
ば
島
の
動
く
、
池
陸
の
煙
霧

に
没
す
る
時
に
も
な
ほ
識
別
し
易
～
P
此
の
海
岸
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ア
カ
サ
ソ
ア

る
最
要
の
租
標
π
る
由
を
罹
し
て
打
駒
山
ご
欝
す
る
に
至



れ
り
。
打
製
山
は
一
に
打
西
山
こ
も
書
す
。
而
し
て
此
の
　
に
輿
へ
ら
れ
把
る
聡
呼
に
し
て
、
全
島
の
地
名
に
は
あ
ら

て
ア
わ
ケ
ソ
ア

斎
忌
由
を
世
説
し
て
タ
カ
ず
ゴ
ご
呼
び
、
最
初
は
之
を
以
働
ざ
り
し
な
り
、
叉
其
の
地
勢
、
南
北
の
中
部
を
貫
き
て
、

て
其
の
附
近
、
即
ち
南
部
の
一
地
方
を
薫
ず
名
裕
こ
し
て
　
魏
義
の
連
峯
、
高
く
天
を
温
く
如
き
、
奇
観
に
富
め
る
に

用
ひ
陀
る
な
ら
ん
が
、
既
に
し
て
全
島
を
指
示
す
ろ
名
盤
　
因
み
、
夏
に
近
音
な
る
「
高
山
國
」
の
文
字
を
も
當
て
た
る

こ
な
画
し
も
の
、
如
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ご
あ
り
」
ご
説
か
礼
た
り
。
伊
能
氏
は
其
の
後
、
明
治
四

　
寒
暑
の
地
理
、
歴
史
、
土
俗
等
に
碧
し
深
奥
な
る
研
究
を
　
十
二
年
出
版
の
吉
田
東
伍
氏
『
大
日
本
地
名
鯉
書
冊
績
編
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
カ
ノ
ゴ

煽
げ
ら
れ
た
る
伊
能
由
最
短
氏
は
、
…
明
治
三
十
五
年
出
　
版
の
　
鶴
里
の
部
を
権
…
任
軌
冠
せ
ら
れ
た
る
が
、
凱
ハ
の
「
高
砂
」
の

『
藁
灘
志
』
窓
一
、
沿
革
志
，
第
一
章
地
名
沿
革
に
於
て
、
　
項
に
は
、
　
「
古
く
h
本
人
の
與
へ
し
幕
呼
に
し
て
、
按
ず

タ
カ
ナ
ゴ
に
辛
し
、
「
こ
の
地
名
は
、
三
百
除
年
前
、
璽
灘
．
る
に
、
往
時
、
蔓
灘
に
往
摩
ゼ
し
爲
本
人
の
重
な
る
寄
航

に
盆
．
饗
し
た
も
し
、
我
が
日
本
人
に
山
b
て
附
せ
ら
れ
た
　
地
の
｝
は
、
南
部
地
方
の
沼
岸
に
し
て
、
今
の
打
狗
港
は

る
な
り
、
蓋
し
此
の
時
に
於
け
る
、
日
本
八
の
重
な
る
集
　
療
ご
タ
ァ
カ
ウ
趾
こ
い
へ
る
蕃
地
名
，
出
り
出
で
、
漢
族
に

中
豊
の
一
は
、
’
西
部
な
る
今
の
打
狗
の
邉
に
し
て
、
　
「
タ
　
依
り
縛
志
せ
ら
れ
て
、
打
草
山
（
タ
ア
コ
オ
サ
ン
）
就
ご
呼

コ
サ
ン
魅
」
こ
い
へ
る
土
蕃
部
落
（
ペ
イ
ボ
族
）
の
在
る
所
　
ば
れ
し
を
以
て
、
宛
も
其
の
昔
の
國
音
柵
撚
曙
ザ
躍
賑
酢
脳

た
り
し
・
よ
り
、
其
の
掛
日
の
宛
も
國
菖
タ
カ
芸
」
ご
相
通
慕
覚
タ
カ
ず
．
・
こ
近
似
し
、
而
か
も
地
の
風
光
朋
媚
な
る

じ
、
且
つ
地
の
風
光
明
媚
な
る
、
我
が
高
砂
浦
の
形
勝
を
　
亦
我
が
高
砂
浦
の
形
勝
、
狸
聯
想
せ
し
む
る
も
の
あ
り
し
に

聯
想
せ
し
む
る
に
足
り
し
を
以
て
、
爾
か
（
名
づ
け
π
る
　
因
み
、
之
を
假
り
て
古
身
を
強
制
せ
し
も
の
、
如
し
、
さ

も
の
な
る
べ
し
、
さ
れ
ば
初
は
、
軍
に
毫
轡
の
西
南
四
部
　
れ
ば
最
初
は
軍
に
綿
南
部
の
一
地
方
の
稚
呼
こ
し
て
用
ひ

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
三
百
年
前
日
本
ε
塁
瀞
こ
の
纏
涛
的
煎
焼
に
就
き
て
　
　
　
　
　
鑑
二
號
　
　
　
玉
五
　
（
二
四
一
）



　
　
　
箪
二
一
巻
　
叢
読
　
三
百
年
煎
日
本
ε
窒
灘
ミ
の
経
済
的
關
係
に
就
き
て
　
　
　
第
二
號
　
　
五
六
（
二
四
二
）

ら
れ
し
な
ら
ん
も
、
爾
後
全
島
の
地
名
に
慣
用
せ
ら
る
、
　
全
島
の
名
構
こ
す
る
に
至
り
し
所
以
は
如
何
。
蓋
し
現
今

に
至
れ
り
」
云
々
ど
あ
り
。
予
が
轟
剛
に
試
み
謝
る
説
朋
は
　
嘉
灘
鐵
遁
縦
貫
線
北
∴
万
の
起
鮎
な
る
基
隆
港
地
方
の
主
・
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
イ
ル
ヘ
ノ
ロ
ソ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ア
カ
ウ
ソ
ア

大
膿
此
の
伊
能
氏
の
説
に
基
き
、
同
氏
が
『
大
日
本
地
名
た
る
難
岡
山
（
今
は
基
隆
山
ご
書
す
）
ご
打
狗
の
打
狗
山
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

僻
書
』
績
編
、
璽
溝
の
部
の
他
の
諸
項
に
煽
て
記
さ
れ
把
　
は
．
壷
薄
島
に
赴
き
、
叉
は
共
の
附
近
を
航
行
す
る
も
の

る
事
實
及
講
説
を
も
参
考
し
て
述
べ
た
る
も
の
に
し
て
、
　
、
先
づ
氣
附
き
把
る
二
大
目
標
な
り
し
な
ら
ん
。
我
が
邦

予
の
見
鱗
は
、
要
す
る
に
伊
能
氏
に
依
櫨
す
る
も
の
な
り
人
は
島
の
北
部
に
猛
て
は
第
一
に
難
籠
山
を
以
て
目
標
、
こ

判
れ
ざ
も
細
か
な
る
瓢
に
於
て
は
、
伊
能
氏
ご
少
し
く
説
．
し
、
島
の
南
部
に
於
て
は
第
一
に
此
期
山
を
以
て
目
標
ご

き
方
和
異
に
し
π
し
ご
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
に
る
こ
ご
な
る
べ
し
。
而
し
て
我
が
邦
人
の
北
部
な
る

　
伊
能
氏
は
今
の
打
豹
の
邊
が
三
百
除
年
前
に
於
け
る
日
　
難
籠
港
（
基
隆
港
）
叉
は
淡
水
港
に
到
り
て
貿
易
を
螢
め
る

本
入
の
重
も
な
る
集
中
地
の
一
な
り
ざ
云
は
れ
π
り
是
に
　
も
の
固
よ
り
こ
れ
な
き
に
面
出
ご
蟻
、
南
郡
は
北
部
よ
り

は
定
め
て
論
擁
あ
る
こ
ご
な
ら
ん
が
予
は
未
だ
之
を
詳
に
　
も
一
層
早
く
朋
σ
噛
貿
易
の
利
ま
だ
騰
勢
に
於
て
多
か
リ

　
　
　
　
　
　
　
タ
モ
カ
ノ

せ
す
管
見
に
て
は
隠
江
（
藁
衡
海
岸
の
内
港
）
未
だ
雍
塞
せ
　
し
な
る
べ
き
を
以
て
、
邦
入
は
夙
に
南
部
に
愚
母
し
、
そ

す
、
毫
濁
即
ち
今
の
毫
南
が
安
全
に
し
て
且
つ
船
附
き
至
　
こ
に
向
っ
て
渡
航
す
る
も
の
多
（
、
從
て
莫
の
晦
部
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ア
カ
ウ
ソ
ア

て
便
利
な
る
港
な
り
し
當
時
に
在
り
て
は
、
貝
本
人
の
最
岸
に
於
け
る
第
一
．
の
好
標
的
な
る
打
狗
出
の
名
は
、
三
つ

も
多
く
往
き
し
地
は
、
打
盤
に
は
非
す
し
て
、
毫
灘
即
ち
邦
人
の
耳
に
熟
し
、
自
然
之
を
以
て
甫
部
一
帯
の
地
を
指

今
の
盛
南
な
b
し
な
ら
ん
り
然
る
に
も
合
せ
す
我
が
邦
人
配
す
霊
域
こ
し
、
そ
れ
よ
り
終
に
全
島
の
名
鵜
こ
す
る
に
至

壷
溝
の
名
よ
り
も
タ
カ
サ
ゴ
の
名
を
熟
知
し
、
之
を
以
て
　
れ
る
も
の
な
る
べ
し
○
早
き
頃
日
本
よ
り
峯
灘
へ
の
航
路



　
に
就
き
て
は
、
伊
能
氏
『
壷
澱
志
』
第
一
霧
第
二
章
割
譲
以

前
の
憂
灘
、
第
四
壷
灘
に
於
け
る
日
本
人
の
事
業
の
條
に

記
し
て
曰
く
「
當
時
明
本
よ
b
壷
灘
に
航
せ
し
海
路
は
、

二
個
の
方
向
を
取
り
攣
る
も
の
、
如
く
、
一
は
九
州
の
西

岸
よ
り
、
舵
を
南
西
に
向
け
、
鶏
籠
島
を
昌
標
こ
し
て
南

に
進
み
、
今
の
基
隆
．
淡
水
を
第
ピ
の
根
糠
こ
し
て
、
更

に
西
南
に
折
⑪
、
一
は
南
琉
球
を
経
過
し
て
、
壷
湾
の
南

岬
を
西
に
廻
り
、
更
に
北
に
．
折
れ
て
、
今
の
打
電
・
皇
江

至
愚
を
笙
の
根
宣
し
、
そ
れ
よ
り
共
に
葦
子
を
虚

貝
、
・
」
し
て
、
南
部
支
那
一
書
の
洛
岸
に
侵
略
を
企
て
し
も

の
、
如
し
」
ご
∩
然
ら
ば
其
の
第
二
の
航
路
を
採
れ
る
聖
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ア
か
ゆ
ソ
ア

に
は
、
藁
灘
即
ち
今
の
峯
南
に
到
る
前
に
先
づ
打
狗
山
を

長
め
だ
る
こ
、
こ
な
ら
ん
∪

　
タ
ア
カ
ツ
ソ
ア

　
打
狗
山
を
轄
畏
し
て
タ
カ
テ
ゴ
ご
し
把
る
は
、
要
す
る

に
H
本
人
が
唱
へ
易
き
様
に
な
ま
り
π
る
に
外
な
ら
ざ
る

。
べ
し
○
之
に
高
砂
こ
い
ふ
文
字
を
宛
て
用
ひ
控
る
は
、
蓋

し
ア
マ
ヵ
グ
に
天
川
の
文
字
堤
脚
ひ
た
る
類
の
み
。
暫
時

の
打
軍
港
の
光
景
が
我
が
高
砂
浦
を
聯
想
せ
し
む
る
も
の

あ
り
し
や
否
や
は
、
予
未
だ
之
を
詳
に
せ
ざ
れ
ば
、
何
、
こ
も

云
ひ
難
し
）
高
山
國
の
文
字
ダ
填
用
し
π
る
に
就
い
て
は

唱
題
の
日
本
人
壷
灘
全
島
の
地
勢
を
察
知
し
，
中
部
を
貫

き
て
蓮
．
峯
高
く
聾
ゆ
る
に
因
み
た
る
な
り
ご
ま
で
は
云
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
　
　
タ
ア
み
ウ
ソ
ア

す
ご
も
よ
か
ら
ん
ビ
愚
考
す
。
高
山
の
高
は
打
江
山
の
タ

ァ
カ
ウ
を
表
す
る
警
め
假
り
用
ひ
π
る
も
の
こ
云
ふ
だ
け

に
て
十
分
半
ら
ん
9

　
三
百
除
、
年
前
、
我
が
邦
人
ほ
主
こ
し
て
何
の
爲
の
に
皇

灘
に
赴
き
し
か
、
そ
れ
に
就
き
て
は
直
ち
に
二
つ
の
目
的

あ
り
し
こ
ご
を
考
へ
得
べ
し
∪
第
・
一
に
は
他
の
地
方
に
赴

く
途
次
寄
港
す
る
こ
ご
、
又
は
他
の
地
方
に
於
て
活
動
す

る
爲
め
共
根
回
地
こ
す
る
こ
ご
、
第
二
に
は
壷
築
島
そ
れ

へ
こ自

か
ら
に
存
す
る
富
源
を
男
憎
こ
し
、
共
の
産
物
を
得
ん

が
篭
め
に
往
く
こ
ざ
即
ち
為
れ
な
り
。
潤
れ
こ
も
此
二
つ

の
こ
ご
以
外
に
邦
人
を
藁
灘
に
引
附
け
し
事
情
は
、
當
時

果
し
て
こ
れ
な
か
り
し
か
〇
三
百
除
年
前
に
於
け
る
壷
灘

第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
三
百
年
飾
日
本
、
こ
至
言
こ
の
純
濟
的
關
係
に
就
き
て

第
二
號

五
七
　
（
二
四
三
）

魯



嬉
二
巷
　
　
叢
　
就
　
　
三
百
年
画
U
本
ミ
馨
…
潜
、
こ
の
隔
壁
的
關
係
に
就
き
て

が
院
本
に
潔
し
有
し
だ
る
経
濟
恩
讐
係
は
、
第
一
に
平
面

が
海
外
渡
航
の
置
本
人
の
中
蓋
寄
港
地
、
若
し
く
は
其
の

海
外
活
動
の
一
三
旗
地
犯
り
し
こ
ご
、
第
二
に
毫
灘
そ
れ

肖
か
ら
が
産
し
謀
る
鹿
皮
、
砂
糖
等
を
点
本
に
供
給
し
π

る
・
こ
ご
、
此
の
二
者
だ
け
に
止
ま
り
し
乎
。
否
予
輩
を
場

て
之
を
見
れ
ば
，
其
の
外
に
爾
ほ
こ
れ
あ
り
、
雲
叢
毫
譜

に
は
既
に
南
方
支
那
人
の
本
土
よ
b
渡
b
て
留
慣
せ
る
も

の
あ
り
、
既
に
し
て
ま
た
和
蘭
人
及
西
班
牙
人
の
之
に
機

る
あ
り
、
寛
永
鎚
國
の
少
し
古
墨
に
は
、
壷
灘
へ
行
σ
ば

藁
灘
自
か
ら
の
産
物
を
求
め
得
る
の
み
な
ら
す
、
支
那
本

土
の
物
産
、
及
西
洋
の
貨
物
を
も
此
の
地
に
て
求
め
得
、

叉
我
が
邦
の
産
物
を
毫
轡
マ
土
人
の
み
な
ら
す
、
寝
住
の
支

那
．
人
点
西
洋
人
に
も
貞
り
て
利
盆
を
博
す
る
こ
ご
を
得
π

る
な
り
。
慶
典
、
こ
の
貿
易
筆
墨
は
、
…
箪
に
蜜
冤
講
土
人
こ
の

交
易
に
非
す
、
寧
ろ
主
こ
し
て
支
那
人
及
西
洋
入
こ
の
貿

易
な
り
し
な
る
べ
し
り
乱
れ
蓋
し
毫
濾
が
當
時
我
が
邦
人

を
引
附
け
た
る
一
の
事
情
に
し
て
、
此
の
貼
に
於
て
當
時

　
　
　
　
　
　
　
轄
叩
　
一
一
　
號
　
　
　
　
　
五
．
八
　
　
（
工
臨
同
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ヘ
カ
ワ

の
壷
講
に
於
け
る
貿
易
は
、
或
る
科
皮
ま
で
當
時
の
天
川

（
亜
蠣
港
）
な
ざ
に
於
け
る
貿
易
ご
硝
似
た
る
性
質
を
有
し

た
る
も
の
な
ら
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ワ
ン

　
西
川
如
見
の
『
増
補
華
夷
富
麗
考
．
』
大
壷
の
條
に
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ネ
イ
　
　
タ
　
カ
　
サ
　
ゴ

溝
渠
は
壷
濁
、
又
二
名
め
り
、
東
寧
・
嵩
置
沙
谷
、
こ
記
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ビ
ト
と

男
性
の
土
産
は
「
自
砂
糖
・
鹿
及
・
山
海
。
樟
皮
木
綿
。
西
瓜
・
藥
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
を

少
々
鳥
獣
。
米
・
南
瓜
が
ウ
ζ
・
」
な
ら
こ
い
ひ
、
「
右
の
類
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ソ
ソ
フ
チ

船
に
思
者
る
也
、
是
を
大
冤
船
ご
云
」
．
こ
い
へ
り
。
同
じ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
カ
　
サ
　
ゴ

の
書
け
る
閑
．
長
崎
夜
話
草
』
に
は
「
塔
伽
沙
谷
は
唐
土
東
南

の
海
中
に
在
島
國
に
て
本
は
筆
意
も
な
く
、
農
民
は
廿
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヘ
ヘ
ロ
ラ
リ
コ
ノ

を
多
く
種
て
砂
糖
を
造
り
、
由
中
の
民
は
山
童
こ
て
猿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
コ

如
く
な
る
も
の
な
る
が
、
朋
暮
鉾
和
持
て
璽
鹿
を
つ
き
ご

り
て
共
肉
を
食
こ
し
、
其
及
を
市
に
持
出
、
酒
食
に
か
へ

て
妻
子
を
養
ふ
を
も
っ
て
産
業
こ
す
、
叉
女
人
は
能
太
綿

を
織
て
、
家
毎
に
二
百
端
三
百
端
を
常
に
貯
へ
量
質
る
を

分
限
、
こ
す
、
媛
國
に
て
寒
氣
な
き
國
な
る
ゆ
へ
一
年
置
度

の
耕
作
に
て
米
多
き
國
な
り
』
ご
記
せ
り
∩
又
新
井
白
石
の



『
外
國
通
信
事
賂
」
δ
後
に
附
せ
る
「
中
華
井
外
装
土
産
」
に

ふ
よ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

東
海
鴛
聴
弧
ハ
簾
騰
翫

　
　
此
國
よ
b
商
乖
離
る

　
　
土
宜

　
　
　
臼
砂
糖
氷
砂
糖
黒
砂
糖
鹿
皮
山
心
皮
獲
皮

、
≧
い
ひ
、
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
青
黛
史
研
究
室
所
藏
の

爲
本
『
長
崎
港
早
早
押
綿
入
附
』
、
こ
題
す
る
も
の
に
も
、

　
ト
ウ
テ
ィ

　
東
寧
　
　
　
　
H
本
よ
り
六
百
三
四
十
里
ほ
、
こ

　
　
土
産
翰
墨
黒
糖
鹿
皮
繋
馬
及
小
人
皮

ご
あ
る
を
見
る
○
此
等
に
櫨
る
ご
き
は
、
壷
溝
島
は
往
時

圭
こ
し
て
砂
糖
及
鹿
皮
の
産
地
、
こ
し
て
我
が
邦
人
に
知
ら

れ
し
こ
ご
に
し
て
、
而
し
て
此
等
の
交
の
み
を
見
る
、
こ
き

は
、
往
時
我
が
邦
人
が
市
塗
盛
り
よ
り
求
め
得
だ
る
も
の
は
、

拓
殖
未
だ
甚
だ
進
み
居
ら
ざ
り
し
該
島
の
士
産
た
る
鹿
皮

及
砂
糖
の
類
に
限
ら
れ
し
様
に
も
考
へ
ら
る
べ
し
。
然
れ

こ
も
事
實
は
決
し
て
然
ら
ざ
る
な
り
○

　
大
毘
五
年
四
月
置
藁
機
に
赴
き
、
五
趣
上
句
京
都
に
露

る
。
共
の
後
間
も
な
く
五
月
十
三
巨
三
浦
・
喜
田
爾
博
士

及
護
史
曾
々
員
話
氏
、
こ
共
k
近
江
町
栗
太
郡
厳
浦
の
観
音

．
寺
に
至
り
、
所
藏
の
文
書
鵜
三
等
を
見
る
こ
ご
を
得
た

b
O
共
の
展
観
の
際
、
喜
田
薄
士
は
或
る
籍
の
中
に
め
り

し
多
く
の
書
類
中
よ
り
扁
綴
の
輝
輝
を
取
幽
し
予
に
示
さ

る
、
受
け
て
之
を
見
れ
ば
　
…
唐
±
天
竺
・
・
リ
B
本
（
渡
物

畳
・
從
」
一
寸
本
一
号
へ
渡
物
剛
冤
山
、
こ
穎
｝
す
る
も
の
な
り
。
害
軍
鵜
陽

よ
り
穿
り
て
間
も
な
き
折
の
こ
、
こ
な
れ
ば
、
予
の
先
づ
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
カ
　
リ
　
ゴ

意
せ
し
は
、
粟
の
畳
書
の
中
，
多
加
佐
古
の
條
な
り
き
・

其
の
文
左
の
如
し
○

　
多
加
佐
古
　
誓
百
里
、
此
語
意
の
端
π
ん
す
い
、
こ
云
所

　
　
　
　
　
　
歯
面
南
働
浦
人
充
血
ム
南
の
方
花
い
わ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
始
審
二
目
本
人
商
買
沖
渡
、
お
ら
ん
だ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
フ
　
つ
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
住
宅
ス
、
大
壷
近
所
な
れ
ば
糸
薫
物
ノ
類

　
　
　
　
　
　
ニ
　
つ
　
　
　
つ
　
　
ノ
　
く
　
　
　
　
　
　
り
　
つ
　
ヘ
リ
　
　
　
こ
　
つ
　
つ

　
　
　
　
　
　
此
所
一
、
テ
お
ら
ん
だ
買
置
ゆ
へ
天
竺
南
攣

　
　
　
　
　
　
む
　
ぐ
　
　

　
　
　
　
　
　
物
も
在
レ
之
、
地
二
在
レ
之
物
は
鹿
皮
也
、

第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
三
百
年
前
H
本
ご
蘂
灘
．
・
」
の
維
泌
鰯
網
係
に
野
山
・
て

第
二
號
　
　
　
五
九
　
（
二
四
五
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
訊

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
つ
　
　
つ
　
ヘ
ワ
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
從
二
日
本
　
銅
鐵
や
く
わ
ん
渡
、
但
地
ノ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
つ
　
つ
　
　
　
へ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
余
不
搬
貝
取
↓
大
壷
人
買
也
、

　
丈
簡
に
し
て
盤
さ
す
ご
雛
、
毫
灘
貿
易
の
性
質
一
讃
し

て
直
ち
に
察
知
せ
ら
る
。
予
は
此
の
丈
を
讃
み
て
頗
る
興

味
を
戚
す
る
、
・
」
共
に
、
此
の
上
書
が
如
何
に
も
能
く
儒
異

言
渡
無
路
・
積
，
』
欝
跡
諜
魏
黙
禍
d
鶴
鍋
雑
噺

噸
袖
難
響
ご
似
砦
こ
多
認
め
し
が
故
に
、
共
の
後

『
異
國
渡
海
船
路
．
積
り
』
を
逸
し
塗
る
に
、
果
し
て
粗
々
同

一
の
文
あ
り
、
即
ち
左
の
如
し
Q

　
タ
　
カ
　
サ
ゴ

　
鶏
頭
籠
　
此
所
先
年
亥
年
よ
り
鞭
て
御
朱
印
舟
参
候
、

　
　
　
　
　
五
百
里
、
　
　
　
　
　
　
．

　
一
此
所
北
ノ
端
π
ん
す
い
ご
申
庭
三
舞
宋
之
南
野
人
居

　
　
累
層
、
南
ノ
方
π
い
冠
ん
ご
申
単
二
日
本
人
商
責
二

三
百
年
前
穏
本
ご
釜
鰺
こ
の
経
論
的
醐
係
に
就
春
て

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
山ハ

宦
@
　
（
二
一
［
幽
ハ
）

　
一
口
本
よ
り
か
の
地
持
渡
b
音
物
，
銅
鐵
や
く
翌
ん
覚
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
つ
　
　
　
つ
　
む
　
　
　
む
　
　
　
つ
　
ぐ

　
　
外
H
本
物
少
宛
、
但
是
認
多
加
佐
古
の
も
の
に
壷
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
ハ

　
　
候
た
め
に
て
は
無
｛
之
候
、
大
明
人
二
責
申
候
爲
に
て

　
　
飽
・

　
　
イ

　
槻
昔
寺
手
記
の
文
意
、
是
ご
相
獅
照
し
て
｝
層
明
瞭
、
こ

な
る
を
畳
ゆ
。
署
し
予
は
手
許
に
㎜
、
異
國
渡
海
船
路
積
』
忽

所
持
せ
る
も
、
槻
音
寺
奮
記
を
見
る
迄
は
、
特
に
其
「
タ

カ
ナ
ゴ
」
の
條
に
注
意
せ
ざ
り
し
な
り
。

　
今
よ
り
凡
そ
三
百
年
前
に
於
て
、
豪
灘
．
が
輩
に
鹿
皮
及

砂
糖
を
我
邦
に
供
給
せ
し
の
み
に
止
ま
ら
す
、
支
那
本
土

の
生
縣
及
絹
織
物
、
隊
羅
巴
及
印
度
の
珍
奇
な
る
産
物
も

亦
此
の
島
を
纒
沖
し
て
我
邦
へ
輪
塾
せ
ら
れ
セ
る
こ
ご
、

井
に
我
が
邦
人
が
壷
灘
に
輸
出
せ
し
玉
里
等
の
貨
物
は
毫

参
候
、
ゐ
ら
ん
把
も
住
宅
仕
、
大
明
二
近
く
御
座
候
，
灘
土
人
の
需
要
を
充
た
す
爲
に
非
ず
、
寧
ろ
主
こ
し
て
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
村
、
糸
写
物
之
類
．
此
所
二
子
買
申
候
、
お
ら
ん
　
留
の
支
那
人
に
よ
っ
て
買
は
れ
、
恐
ら
一
更
に
他
へ
再
鍮

　
　
　
　
つ
　
コ

　
　た

居
申
横
付
、
天
竺
南
零
物
も
御
座
候
、
鶏
頭
籠
之
　
出
せ
ら
れ
た
る
べ
き
こ
ご
は
、
観
音
寺
の
奮
記
を
見
す
、
こ

地
二
有
物
鹿
皮
迄
に
て
侯
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
．
艀
、
異
國
渡
海
船
三
盛
」
…
を
見
募
る
人
は
、
忽
ち
想
察
ゼ



る
こ
ご
な
ら
ん
。
又
槻
音
寺
の
登
記
を
製
す
、
『
異
國
渡

海
離
読
響
』
を
噛
ま
す
、
こ
も
、
他
の
壷
溝
に
註
す
る
和
漢

洋
の
史
料
、
或
は
そ
れ
等
に
墓
き
て
書
か
れ
π
る
内
外
學

者
の
署
書
論
文
の
何
れ
か
に
嘘
り
て
、
既
に
そ
の
事
に
氣

附
か
れ
し
人
も
あ
る
べ
し
。
又
何
等
の
史
料
、
壁
書
論
文

を
讃
ま
す
ご
も
、
壼
灘
の
地
、
支
那
の
本
土
に
近
く
、
支
那

の
演
物
を
蕪
に
立
際
る
こ
ご
は
容
易
に
し
て
、
些
し
て
支

那
の
本
葺
よ
b
は
取
締
嚴
重
な
ら
ざ
る
故
、
貿
易
に
は
却

て
便
宜
あ
b
し
な
る
べ
き
こ
ご
、
ま
柁
和
蘭
言
及
西
班
牙

入
壷
灘
に
嬢
れ
る
こ
ご
等
よ
b
推
し
て
、
此
の
位
の
こ
．
こ

は
慮
ち
に
氣
附
か
る
、
聰
朋
の
人
も
或
は
こ
れ
あ
ら
ん
り

然
れ
こ
も
予
自
か
ら
は
峯
灘
に
赴
き
て
後
、
讃
史
曾
の
諸

氏
ご
共
に
近
江
の
槻
音
寺
に
到
り
、
喜
田
博
士
登
見
の
薔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
ザ
ゴ

記
を
閲
し
て
始
め
て
此
鮎
に
想
ひ
到
り
、
往
時
の
高
砂
貿

　
　
ア
マ
カ
リ

易
が
天
川
．
貿
易
ご
性
質
を
同
じ
く
す
る
所
あ
る
こ
ご
に
氣

附
き
し
な
り
。
予
が
此
の
風
戸
會
の
大
工
に
果
て
此
の
題

目
に
就
き
述
ぶ
る
は
、
右
の
如
く
に
し
π
啓
磯
の
盆
を
得

　
　
　
第
三
倦
　
．
叢
槻
　
　
　
　
　
　
：
　
　
襟

誤
る
こ
．
こ
を
謝
せ
ん
、
こ
欲
す
る
に
外
な
ら
す
。

　
（
追
記
）
以
上
は
大
正
五
年
十
二
月
九
日
京
都
帝
國
大
學

福
生
集
計
瘍
に
干
て
開
催
の
護
七
島
大
會
に
於
け
る
講
話

の
草
案
に
多
少
の
増
補
訂
正
を
加
ヘ
セ
る
も
の
な
グ
。
今

補
訂
を
繋
る
に
塗
り
、
O
婁
ゼ
7
一
一
氏
の
．
臼
〇
二
．
ρ
9
霧
〔
ζ

等
Φ
U
三
9
号
鴇
二
び
①
∩
倒
ひ
。
9
謬
∩
9
ρ
．
o
｝
綴
δ
B
曙
涛
0
8
乙

ω
、
、
（
ロ
ン
ド
ソ
一
九
〇
三
年
刊
行
）
五
一
一
六
〇
頁
に
載
せ

た
る
．
も
。
ぼ
暗
碧
8
葺
9
筈
。
O
喜
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